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現場発！認知症ケアマニュアル

監修

熊谷賴佳
（医療法人社団京浜会理事長・京浜病院院長）
編著
セントケア・ホールディング株式会社
認知症ケアプロジェクトチーム

B5判・154頁
定価　本体2,600円＋税

●全スタッフが「3期分類」で状態像を共有し、ケア手法を統一。
アルツハイマー型認知症の周辺症状（BPSD）の緩和・改善が
可能に！

●「3期分類」を軸にした共通言語で医療・介護の連携を実現！

専門知識や特別なスキルがなくても大丈夫！
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ドアを開けて出て行こうとしたり、窓から飛び降りようとしたら、両腕を抱

えたり、背後からはがいじめにするようにします。患者は行きたい方向にば

かり気を取られて、振り返ったりしません。安全な環境をつくって、患者の

やりたい放題、好き勝手をさせるのが理想です。しかし、現実はそうはいき

ませんから、医師による薬物治療が必要になります。

　依存期に入ると、患者は介護者に依存的になります。少しでも自分に注意

を引こうと、呼び止めたり、大声を出したり、物を落としたりします。怒り

っぽくなったかと思うと、すぐに泣いたり、感情失禁を起こしたりします。

　しかし、決して涙を流すことはありません。患者はいつも介護者の行方を

目で追っています。介護者が視界から消えると不安になります。介護者の声

が聞こえないと不安になります。一人にされると不安になります。

　ですから介護者は、常に患者の視界の中にいて、声を聞かせ、周りに人が

いる環境をつくってあげればよいのです。目が合うたびに声を掛け、「いつ

も気にしているよ」とメッセージを送り続けるのです。

・前から行く手を
　遮らない
・安全な環境をつ
　くり好き勝手さ
　せる
・薬物治療

・主張をそのま
　ま受け入れる

・介護者は常に視
　界に入るところ
　にいる
・周りに人がいる
　環境をつくる
・声掛けをする

・家族の役にな
　りきる

BPSDの出現

予防期 復活期
期
乱
混

期
存
依

期
夢
昼
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（３） 昼夢期

　昼夢期はBPSDが沈

静化した状態で、時

間の概念がなく、自

分の世界に浸ってい

る状態です。そのた

め、スタッフを家族

だと思ったり、今、

自分は10歳の子ども

であると思いこんだりしています。

　それを「今、80歳ですよ！」と否定すると、途端にその世界が壊れて混乱

し、一気に「混乱期」へ戻ってしまいます。今、ご本人は何歳で、どの世界

を生きているのかをひたすら観察します。そして、介護者はその世界の登場

人物になって演じます。

　そうすることで心は満たされ、穏やかに毎日を過ごしていただけるので

す。

いていますが、いかがですか？」とお誘いすることにしました。

　役割を得たことで、日に日に「帰りたい」という言葉は減っていき、笑顔で

フロアにいることが多くなりまし

た。また、入浴については「じ

ゃ、いただくよ！」とすすんで入

るようになりました。

　お客様の状態像に合わせなが

ら、お客様の生活スタイル・想い

を紐解くことがケアのヒントにつ

ながった事例です。

昼夢期

●受容して観察する

●お客様の世界に合わせる

●お客様の世界に入り込み、演じる
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図３　BPSD経過表からケア手法の導き方
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1 2 3 4 5 6 7

1 せん妄
2 睡眠障害
3 介護への抵抗・暴言暴力
4 妄想
5 幻覚幻視（本人にとって怖い
ものが見える）

6 多動・不穏・興奮
7 介護への抵抗・暴言暴力
8 妄想
9 多弁
10 依存

日付
該当項目なし

BPSD経過表
　　　　　　月

■脳を起こすために日光浴をしましょう
・11時～12時・13時～14時半の２回、最短15分から30分程度
・外出できない場合は室内のガラス越しでもよい
・傾眠状態でも構いません

危険行為を伴うことが多く、ベッドから立
ち上がるなど転倒転落事故を起こしやすい

■心の忘れ物・心残りが何かを確認し、解消しましょう
・昼間のうちに胸の内にたまっている葛藤・未解決の問題につい
　てお話しをする

歩き回れば徘徊となる
・せん妄に入る時間帯を見極めて、その前からご本人の興味のあ
　るお話をする

■夜眠っていただくために日光浴をしましょう
・11時～12時・13時～14時半の２回、最短15分から30分程度
・外出できない場合は室内のガラス越しでもよい
・傾眠状態でも構いません
■30分程度昼寝をしていただきましょう
・午前でも午後でも構いません

■ご本人の興味のあることを確認し、レクリエーション等に取り入
　れましょう
■混乱期：ご本人も混乱されています。意思疎通は図れない状態で

　す。しつこく話しかけず、見守ります
ご本人が興奮されているときに、目の前に立つことで余計に興奮
させてしまい転倒のリスクが発生します
ご本人が興奮され危険が及ぶ場合は、前から制御するのではな
く、ご本人の視界に入らない位置から両脇を抱えるようにして、
ご本人の身体を保護します

３・７
介護への
抵抗暴言
・暴力

2 睡眠障害

1 せん妄

②＜BPSD経過表＞にて把握したお客様の周辺症状に着目し、お客様の状態像・ケアのポイントを把握したうえで具体的なケア
　手法を実施します

周辺症状 周辺症状の解説番号 具体的ケア手法
■意識障害の１つで、半分覚醒して半分眠っ
　ているような状態
■意思疎通が図れない状態
■何かに憑りつかれたかのようにわけのわか
　らないことをわめいたり何かを一生懸命や
　ろうとする

■夜眠れない
■寝てもすぐに目が覚めてしまい、寝付かな
　い
■昼夜逆転し、昼間うとうとしている
■脳の生体時計がくるっているために、昼も
　夜も眠れない

■自分のいやなことをされると思い抵抗する
■介護側の想いがお客様にうまく伝わってい
　ないから抵抗する

①まず、BPSD経過表で特定した表情からお客様の状態像を把握し、ケアのポイントを確認します
＜ケア手法＞

ケア手法

【ケアのポイント】

 

■受容して観察する
■お客様の世界に合わせる

 

■お客様の世界に入り込み演じる

【状態像】
■元気がなくなったよう
　にみえる
■時間の概念がない
■笑顔が見られるようにな
　り、挨拶もする

昼夢期

【ケアのポイント】

 

■誰かしら見えるところ、声が届くところに
　いていただく

 

■無視したりせず、根気よく話を聞く

 

■頻繁に接触する

 ■不満や寂しさの原因を追究して取り除く
 

■一人にしない

 ■テレビやラジオなど人の声のするもののそ
　ばにいていただく

【状態像】
■混乱期との大きな違いは、意識
　がはっきりしていて相手と意思
　疎通が十分に図れる点
■一人になることへの不安でいっ
　ぱいの状態
■過度の依存心と甘えがあるため、
　なんでも介助してほしいと訴える
■静かになると騒ぐ
■大勢の中にいると精神的に落ち着
　き、訴えも少なくなる

依存期

【ケアのポイント】

 

■可能な限りお客様の好きにしていただく

 

■お客様の訴えを否定しない、修正しない

 

■真正面からお客様の行動を抑制しない
■しつこく話しかけない
■居室に一人でいていただく場合は部屋は
　明るいままにしておく（日中）
■テレビやラジオより、歌や人の声のしな
　いリラクゼーション音楽を聴いていただ
　く  

混乱期【状態像】
■覚醒不良状態・興奮状態から自分
　のしていることがわからない
■自分は孤立していて、すべてにお
　いて危害を加えられると感じる
■何を言っても聞き入れず、会話も
　成立しないことが多い
■外部とのコンタクトがとりにく
　くなる

キ　リ　ト　リ　線

＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞ CLI
CK!第一法規 検　索

ク ジ ド お支払 だ

お試し読み、お申し込みはコチラ

第１章　認知症の基礎知識
1 認知症とは
2 介護現場では専門用語が通じない、ではどうしたらよいか？
3 なぜBPSD治療優先にこだわるのか
第２章　介護現場・看護現場における認知症ケアの課題
1 看護現場における課題
2 介護現場における課題
　 Column
第３章　新しい認知症ケアで目指すもの
1 認知症高齢者の現状
2 これからの認知症ケア
　 Column
第４章　現場スタッフによるアセスメント・プロトコルの開発
1 開発前夜
2 プロジェクト始動
3 臨床研修
4 アセスメント・プロトコルの開発
5 プロジェクトの成果
　 Column

第６章　介護と医療が連携するために
1 多職種にける相互の理解
2 連携と協働
3 連携を深めるために

第５章　実践事例とアセスメント手法
　　　　～「熊谷式３期分類」はこう使う
1 ３期分類導入の効果
2 ３期分類―その特徴と状態像
3 ケアのポイント
4 アセスメントの具体的な展開方法

部署名

＜お客様の個人情報の取扱いについて＞
お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、弊社商品・サービスのご案内をするために使用いたします。ご同意のうえ
お申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、訂正、削除を希望される場合は、フリーダイヤルにてご連絡ください。お客様よりお預かりしま
した個人情報は、弊社ホームページに掲載の「プライバシーポリシー」に従い適切に管理いたします。　　　　　  　フリーダイヤル TEL　 0120̶203̶696　FAX　 0120̶202̶974 

□公用
□私用

　　　　　―　　　　　　―　　　　　ＴＥＬ

@E-mail

ご住所

様　 ㊞

〒　　　―　　　　

フリガナ

ご氏名

機関名

■宛先
〒107̶8560
東京都港区南青山2̶11̶17
第一法規株式会社
FAX　　0120̶302̶640

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

書店印

取 扱 い

平成　　　　年　　　　月　　　　日上記のとおり申し込みます。なお、代金は現品受領後、請求書により支払います。

部申込部数

●定価2,808円（本体2,600円）　［コード033282］

申　込　書　〈第一法規刊〉

すぐ実践できる 介護・看護スタッフの３期分類を活用した新・認知症ケア
―表情でわかる周辺症状への対応―

3期分類認知ケア  （033282）2014.10 SE

＊弊社宛直接お申込いただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービス
　といたします。また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料450円にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適応税率に依ります。

CONTENTS 内容見本

スタッフ育成に
すぐに役立つ

3期分類を
利用した初の
介護現場向け
マニュアル

DH19990309
長方形


